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中津市 合宿参加者支援クーポン 

よくあるご質問（Q&A） 

「スポーツ等大会の合宿参加者支援クーポン交付要綱」について、申請をご検討の団体代表者の方からよく

いただくご質問をまとめました。制度の正式な内容は要綱本文が優先されますので、最終的なご判断の際は

要綱本文または観光協会窓口にてご確認ください。 
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A. 事業の概要・対象になる条件 

1. Q  これはどんな事業ですか？ 

A  中津市内のスポーツ施設等を利用する大会・合宿の参加者のうち、市内の宿泊施設に宿泊す

る方（宿泊者）に対し、市内で使えるクーポンを交付する事業です。 

    参加者の満足度を高めると同時に、市内の飲食店や土産物店などへの経済効果を生み、地域

経済の活性化につなげることを目的としています。 

（根拠：第 1 条） 

2. Q  どんな大会・団体が対象になりますか？「大会等」とは何を指しますか？ 

A  「大会等」とは、スポーツに限らず、福祉・文化・教育などに関する大会全般を指します。 

    対象になるのは、①大会・合宿に参加するチーム・団体であること、②中津市内のスポーツ

施設等を使用し、かつ市内の対象宿泊施設に宿泊すること、③宿泊者が中津市外に居住してい

ること、④延べ宿泊者数が 10 人以上であること、の 4 つをすべて満たす場合です。 

    なお、ここでいう「宿泊者」とは、参加者（チームメンバー）のうち、実際に市内の対象宿

泊施設に宿泊する方を指します。この Q&A では、クーポンの交付対象を説明する際は「宿泊

者」、大会等やチームへの関わり方全般を説明する際は「参加者」という言葉を使って区別し

ています。 

（根拠：第 2 条(1)・第 3 条） 

3. Q  宿泊者の中に中津市内在住の方が混ざっている場合は対象になりますか？ 

A  対象になるのは中津市外に居住する宿泊者の宿泊分のみです。市内在住の方の宿泊分はクー

ポンの対象になりません。 
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    宿泊者リストに市内居住者が含まれていたことが交付後に判明した場合は、不当に交付され

た分の返還を求められることがあります。 

（根拠：第 3 条(3)・第 11 条 2 項） 

4. Q  延べ宿泊者数が 10 人に届かない場合はどうなりますか？ 

A  延べ宿泊者数 10 人以上という条件を満たさない場合、本事業の対象にはなりません。 

    1 人あたりの宿泊数ではなく、宿泊者全員分を合計した延べ人数（例：5 人が 2 泊なら延べ

10 人）でカウントします。 

    また、クーポンの対象になるのは中津市外居住者の宿泊分です。例えば、チーム全体 10 名

が全員 1 泊する場合でも、そのうち 1 名が中津市内在住であれば、市外居住者の延べ宿泊者数

は 9 名となり、10 人以上の条件を満たさず対象外となります。 

（根拠：第 3 条(3)(4)） 

5. Q  同じ団体が 1 年間に複数回申請することはできますか？ 

A  できます。本事業は参加者個人への還元を目的としているため、同一団体による申請回数の

上限は設けられていません。 

    大会等ごとに、その都度交付対象の条件を満たしていれば申請いただけます。 

（根拠：第 3 条 2 項） 

B. 対象外になるケース 

6. Q  すでに中津市や関連団体から他の補助金を受けている場合、このクーポンも申

請できますか？ 

A  このクーポン事業とは別に、中津市や関連団体から補助金等の助成を受けている事業は、本

事業の対象とはなりません。 

（根拠：第 4 条(1)） 

7. Q  大会の主会場が中津市外にある場合はどうなりますか？ 

A  他市を主会場として開催される大会等は対象外です。中津市内のスポーツ施設等を使用し、

市内に宿泊する大会・合宿であることが条件になります。 

（根拠：第 4 条(2)） 

8. Q  政治・宗教目的のイベントや、営利目的の事業も対象になりますか？ 

A  いずれも対象外です。政治的・宗教的活動を目的とする事業、および営利を目的に開催され

る事業はクーポンの交付対象になりません。 

（根拠：第 4 条(3)(4)） 
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C. クーポンの金額・使える場所・利用期間 

9. Q  クーポンはいくらもらえますか？ 

A  宿泊者の延べ人数 1 人 1 泊につき 500 円分が交付されます。 

    連泊する場合でも、宿泊者 1 人につき 1 大会等あたりの交付上限額は 1,000 円分（2 泊分ま

で）です。 

（根拠：第 5 条(1)(2)） 

10. Q  同じ大会で、同じ宿泊者について複数回申請してクーポンをもらうことはでき

ますか？ 

A  できません。要綱第 5 条(3)により、同一の大会等において、同一の申請者及び同一の参加

宿泊者が複数回申請し、重複してクーポンの交付を受けることは認められていません。 

    例えば、最初の申請後に参加宿泊者が増えたことに気づき、その増えた分だけ別の申請とし

て追加提出するケースも、同一の大会等・同一の参加宿泊者に対する重複申請に該当するため

認められません。宿泊者リストは、申請時点で確定した内容に基づき、１つの大会等につき１

回の申請で提出してください。 

    なお、「そもそも日程を分けて、別々の合宿として申請すればよいのでは」という考え方も

あり得ますが、実態として一つの大会等への参加を日程だけ分割したものである場合、同一の

大会等とみなされ、同様に重複申請に該当する可能性があります。日程を分ける必要がある場

合や、複数の大会等にまたがる合宿を計画している場合は、申請前に観光協会へご相談くださ

い。 

（根拠：第 5 条(3)） 

11. Q  クーポンはどこで使えますか？宿泊費の支払いにも使えますか？ 

A  中津耶馬渓観光協会の加盟会員施設のうち、本事業の利用可能店舗として登録されている飲

食店・土産物店・観光施設等で利用できます。 

    宿泊代金の支払いには利用できませんので、ご注意ください。 

（根拠：第 2 条(3)） 

12. Q  クーポンの利用期限はありますか？ 

A  クーポンの交付申請を行った日が属する年度の末日（3 月 31 日）までが利用期間です。年

度をまたいでの利用はできません。 

（根拠：第 6 条） 

13. Q  予算がなくなったらどうなりますか？申請が受け付けられない場合はあります

か？ 

A  申請総額がその年度の予算額に達した場合、その時点でその年度のクーポン交付申請の受付

は終了します。 

    大会等の予定が早めに決まっている場合は、早めの申請をおすすめします。 

（根拠：第 7 条） 
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D. 申請の手続き 

14. Q  いつまでに、どんな書類を提出すればいいですか？ 

A  大会等の開始日の 7 日前までに、①クーポン交付申請書、②大会等の概要がわかる事業計画

書、③宿泊者リスト（宿泊者全員の氏名・居住地〔都道府県・市区町村〕がわかるもの）の 3

点を、観光協会へ提出してください。 

    ③の宿泊者リストは、観光協会が指定する別紙１の様式（クーポン配布チェック名簿 兼用）

を使用してください。チェックイン時の本人確認やクーポン配布管理にも使われる名簿です。 

（根拠：第 8 条 1 項） 

15. Q  宿泊者リストに記載する個人情報は、どのように扱われますか？ 

A  宿泊者リストの提出にあたっては、対象となる宿泊者全員から、観光協会および利用宿泊施

設へ個人情報を提供することについて、事前に同意を得る必要があります。 

    団体の代表者は、申請前に宿泊予定の方へその旨を説明し、同意を確認しておくことをおす

すめします。 

（根拠：第 8 条 2 項） 

16. Q  宿泊先が 2 つ以上の施設に分かれる「分泊」をする場合、どうすればいいです

か？ 

A  分泊（2 以上の宿泊施設を利用すること）をする場合は、宿泊施設ごとに宿泊者リスト（別

紙１）を分けて作成し、提出してください。1 つのリストに複数の施設の宿泊者をまとめて記

載することはできません。 

    宿泊者リストは各宿泊施設にも共有され、チェックイン時の本人確認とクーポン配布管理に

使われるため、施設ごとに分けて作成する必要があります。 

    また、利用可能宿泊施設と利用可能宿泊施設以外の宿泊施設に分泊する場合、利用可能宿泊

施設以外での宿泊者へのクーポン配布は原則できません。ただし、個別の事情によって対応が異

なる場合があるため、申請前に事務局（観光協会）までお問い合わせください。 

    なお、分泊をする場合、大会等終了後に宿泊者リストの写しを誰が受け取るかについては、

Q19 をご覧ください。 

（根拠：第 8 条 1 項(3)・第 8 条 4 項） 

17. Q  宿泊者リストの記載内容に誤り（市外居住者でない方の混入など）があった場

合はどうなりますか？ 

A  申請者は、提出する宿泊者リストの記載内容に虚偽がないことを誓約する必要があります。 

    後日、市内居住者の混入など記載内容に虚偽があったことが判明した場合は、不当に交付さ

れたクーポン相当額の返還を求められます。 

    例えば、チーム構成が 10 名で全員が宿泊する場合でも、そのうち 1 名が中津市内在住であ

れば、市外居住者の延べ宿泊者数は 9 名となり、そもそも交付対象の要件（延べ 10 人以上）

を満たしていなかったことになります（Q4 参照）。このようなケースで記載内容の誤りが判

明した場合、その 1 名分だけの返還で済むのか、要件を満たさない申請として扱われるのかは、
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要綱の文言だけでは判断できません。該当しそうな場合は観光協会へご確認ください。 

（根拠：第 8 条 3 項・第 11 条 2 項） 

18. Q  クーポンはいつ、どのように受け取れますか？ 

A  観光協会が申請内容を確認したのち、必要枚数のクーポンを交付します。 

    受け渡しは、申請内容に応じて観光協会から宿泊施設へ預託し、宿泊施設を通じて、宿泊者

がチェックインする際に、宿泊者本人へ直接手渡されます。 

（根拠：第 9 条） 

E. 大会終了後の手続き・注意点 

19. Q  大会等が終わったあと、チーム・団体側の代表者（申請者）で対応することは

ありますか？ 

A  利用可能宿泊施設が、チェックアウト時に宿泊者の受領サイン付き宿泊者リストの写しを申

請者へ提供します。 

    申請者が分泊をする場合、又は申請者自身が利用可能宿泊施設に宿泊していない場合は、宿

泊者リストごとに、その一番上に記載された方が写しを受け取ります。分泊の場合は施設ごと

にリストが分かれるため、施設ごとに受け取る方が異なる点にご注意ください。 

    申請者はその写しに基づいて実績を確認し、大会等終了後 30 日以内に実績報告書を提出す

る必要があります。 

    なお、実際の宿泊人数が申請時の予定人数を下回るなどして未使用のクーポンが生じた場合

は、利用可能宿泊施設が宿泊証明書を添えて速やかに観光協会へ返還することになっています。 

（根拠：第 8 条 5 項・第 10 条 1 項） 

20. Q  不正な方法でクーポンを受け取った場合、どうなりますか？ 

A  偽りその他不正な手段でクーポンの交付を受けたことが判明した場合、交付決定が取り消さ

れ、既に利用されたクーポン相当額の返還を求められることがあります。 

（根拠：第 11 条 1 項） 

 

※ 本 Q&A は要綱の内容を分かりやすくまとめたご案内です。記載内容と要綱本文に相違がある場合は要綱が優先され

ます。お申し込み・お問い合わせは一般社団法人中津耶馬渓観光協会までご連絡ください。 


